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ABSTRACT: This paper aims to add more data lo the compilation of excavated dugong bones issued in the 
last volume of this bulletin. The lasl paper presented the dugong bone specimens from 103 sites in total. 
This time, ten more sites are introduced fromしheSatsunan Archipelago (1), Okinawa Archipelago (6) and 
Yaeyama archipelago (3), and the total number of the sites becomes 113. Although the major concentration 
of the sites exists in Okinawa district, two specimens belong lo Honshu and Kyushu. Based onしhefolk re-
cords and oral traditions, these exceptions were supposed to have occurred due to stray dugong along the 
Black Current. An additional example from Satsunan Archipelago, adjacent to southern Kyushu, should 
support lhis as:,urnption 

箪者は，縄文時代併行期以降の琉球列島における骨製品の素材や形状の特徴などから，薩南諸島以
北の日本列島における鹿角などに対応する竹製品素材として， i41J棲哺乳類のジュゴン (Dugong
dugon) の肋骨などが相当するものと考え（盛本2004b),研究の端絣として，動物考古学研究の基礎
となる追存骨と製晶の出土時期および空間的分布状態の把握を第一9の11的として，これらの集成を行っ
た（盛本2004a) . その結果，本ヽ ）・l・I島 l'九州島 l' 俺美諸島 5,沖縄諸島79,宮古諸島8,八前山
諸島9の計103追跡よりの出土が確認され，部位ごとの出七址，さらには利用製品の具体的内容が判
明し，その多様性と出現頻度の邸さが明らかとなった．この内容は，今後の調査の進展に伴って，さ
らに妍えるであろうあろうことは容易に推測できた．
本稿は，旧稿において辿枷があったものや，旧稿作成以後に刊行された発掘調査報告杏などからの
如成の補辿である．

111稿において，これらの分布状況からして，棲息域から大きくかけ離れている本川島の愛知県渥美
町保美貝塚や）砂1-1島の佐質県唐汁1市菜畑辿跡例などは，民俗事例や伝承などを（江崎1935)I等も考慇
した結果，フィリッピン沖に源流をもつ黒潮にのって迷遊したものであろう，と考えた．今回の補辿
では，このことを補強する報告が鹿児島県南種子町—1:,ji長続恥貝塚（縄文晩期）（鹿児島県教委1977,
西中川 ・久林2004)にあることが判った．

このようなことから，分布の中心は奄美諸島以南の沖縄諸島にあることが判る．そして，琉球列島
では，純文時代前期併行期の野国貝塚群B地点出土の爪形文伴出例を蔽占とし，以後，近世までの各
時代の追跡よりの出土がある．分布状態をさらに洋細に見ていくと，琉球列島の中でもより棲息域に
近い沖縄諸島に分布の中心があり，北限に近い奄美諸島では少ないということが明らかである．この
観点に立脚するならば，沖縄諸島に比べてより多いはずの宮占・八重山諸島は，発掘調査ボ例の少な
さということもあり，現段階での出ヒ追跡数は必ずしも多くない。また，出土虻の多い沖縄本島をみ
た場合 (I11稿 ：図4)'/lば．追跡の立地は沿岸部，内陸部を問わず出土していることが判る。
今回，上記―•陣長崎綽貝塚以外に ， 沖縄諸島において 7 追跡，八煎山諸島において 3 逍跡の11追跡
を追加することができた ． これらのうち，勝連町津堅貝塚が沖縄後期，竹甜町仲間第•貝塚が南琉球
新石器時代後期に）函するほかは，グスク時代に属する追跡である．

（もりもといさお ：調査課課長）
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表 1 ジュゴン骨および骨利用製品集成一覧（補遺・ 1)
（ ）内の数字は点数

番号 遺跡名 時期 出土骨（点数等） 製品（利用部位等） 文献

I 
鹿児島県南棟子町

縄文晩期 人魚竹
鹿児E県教委1977,

ー陣長鯰昴．貝J尿
西中川 ・久林2004

2 
今帰仁村今船仁城

グスク 歯(I),上腕竹(3),肋仔片
什鏃(3)'器植不明製品(!),賽-f 金武• 松田・宮里

跡（主郭地区）
未製品(2)'未製品(4).松造品(1) 編1991

3 石川,Ii伊波城判 グスク 肋竹・oo),me 1 ,. 焼竹(5) 上原糧2003

4 勝連町津竪貝塚 沖縄後期 部位名の記戟なし(IEグリ ソド11層） 池田 ・後藤2001

5 
勝速町平敷歴トウ

沖縄後期 肋1.'1"(18).左環椎(I).右環lft(l),撓i't(l) 宮城・東常編2004

パル遺跡

6 
那覇 ,fj首阻城粉

グスク 椎体(2).棘突起(4),肋什片(2) 肋什利HJ製品(I).犬歯利用製品(I) 知念 • 新垣編2004

（城郭南開地区）

7 
那訊，ド首旦城跡

グスク 後頭1)-(1) 
不明（第39図6は，肋骨利用製品の 羽方編2004

（城の下地区）
可能性あり）

8 
那覇rn銘苅直禄原 グスク (13-I5C 肋廿？片(I)、不明（］） 竹錐状製品（肋骨利用）(I) 樋口他2003

遺跡 の低湿地遺踪）

， 佐敷町佐敷グスク グスク 部位及ぴ数汰イ;11/](僅少） 当真編1980

10 
竹宮町仲間第一貝 肋付片（少数）．嵩個体分の頭盆．歯．四肢

滝口編1960,金十

塚
,m. f4 

1983 

第冶屋跡：後頭罰L(l).椎体・付弓片(!).

11 
竹ti"町慶来慶田城

グスク～近世
肋竹(L:I. 不明(1)),翁尻敷踪：椎体：椎体 金城他1997

遺跡 棘突起(!),肋件片(4)'破片(I)' 仮薩ば

在酋跡：肋骨片L(l)

12 竹布町上村逍踪 グスク 肋骨片(I) 大城他1991

註

1)江崎によれば，日本列島内での例外的な迷遊例の記録として，宮城県池津付近
でも漁れたことがあるという．
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